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去二度（一九九七年、二〇〇二年） 、ハンナラ党の候補として大統領選に出馬するも金大中・盧武鉉の左派陣営に敗れ、政界から身を引いていた。 ころが 予備選後も李明博の独走状態が続く一方で朴槿恵との党内確執の傷が癒えない状況のなか 李会昌は分裂が危惧される保守層にあえて割って入るかたちで今回の参戦を決めた。しし、伝統的保守色の強い李会昌の出馬は、逆に李明博の中道保守イメージを強め、李明博にとって有利に作用したと える。
　李会昌出馬の背景には、先述のＢＢＫ事






惑追及が再燃した。大統領選直前ということもあり、争点となった金容疑者の「李明博関与・共犯」 発言の真偽をめぐって、 検察当局の捜査結果に全国民 注目が集ま た。
　一二月初旬、ＢＢＫ事件に関する検察の
捜査結果が発表され、 李明博は「嫌疑なし」の不起訴処分となった。 「李明博シロ判定」はハンナラ党にとって確実に追い風たばかりか、李明博の疑惑を煽り立ててきた他の候補者にとっては決定的なダメージとなっ 。
　しかし、捜査結果に納得しない鄭東泳擁
する民主新党は、すぐさま民間による再捜査を命ずる特別検察官任命法案を国会乱闘の末に提出した。李明博の虚偽発言映像まで飛び出すなか、投票日二日前に同法案は賛成多数で可決され ことで 大統領選は最有力候補が当選後に訴追される可能性を残したまま実施されるという異例 事態に発展した。●李明博圧勝の要因
　最終的に、選挙戦は支持率トップの李明












最大の違いは、保革対立につながる世論 対北・対米感情が争点化しなかった点にある。経済問題以外に目立った争点がないまま、各候補者 お互いを非難し合うネガティブ・キャンペーン明け暮れた、政策・理念論争なき選挙であった。それでも李明博が大差で勝利を収めた最大の理由は、彼の経済政策を中心とした実 主義的 行動
力に対する国民の高い期待感があったからに他ならない。とりわけ、若年層を中心に広がる雇用不安や非正規職化の進行、所得格差の拡大、首都圏の住宅価格の高騰、高い教育費負担といった国民の社会経済的な不満感や閉塞感が「経済大統領」の誕生を切望する機運を作り出したといえる。
　盧政権も当初は分配・国民生活重視を標




ぐミサイル発射や核実験によって途中一時的な中断に見舞われながらも、二度の南北首脳会談の開催をはじめ、政府間対話は着実かつ活発に行われ続けた。政府レベルでの関係改善に触発されるように 民間レベルでも人道支援や交流事業、統一・平和運動などが活発に展開された。こうした取り組みを通じて、韓国民の対北意識は敵対脅威から融和・協力志向へ確実 変化したとともに、そのことが今回の大統領選で南北問題を争点として相対化させた要因でもある。韓国社会に南北友好と和解ムードを浸透・定着させたこ が、失政が批判される盧政権の最大の成果であった いえるかもしれない。
　李明博はそうした対北世論の変化に配慮
























地　域 李明博 鄭東泳 李会昌 文国現 権永吉 李仁済 投票率
（ハンナラ党）（大統合民主新党）（無所属）（創造韓国党）（民主労働党）（民主党）
全　　国 48.67 26.14 15.07 5.82 3.01 0.68 63.0 
ソ ウ ル 53.23 24.50 11.80 7.10 2.30 0.45 62.9 
釜 山 57.90 13.45 19.68 5.35 2.77 0.26 62.1 
仁 川 49.22 23.77 15.18 7.03 3.49 0.63 60.3 
大 邱 69.37 6.00 18.05 3.99 2.03 0.14 66.8 
大 田 36.28 23.55 28.90 7.10 2.53 1.06 61.9 
光 州 8.59 79.75 3.40 4.76 2.05 1.07 64.3 
蔚 山 53.97 13.64 17.52 5.51 8.40 0.36 64.6 
京 畿 道 51.88 23.55 13.36 7.06 2.88 0.60 61.2 
江 原 道 51.96 18.88 17.56 5.88 3.88 0.84 62.6 
忠清北道 41.58 23.79 23.38 5.72 3.63 1.14 61.3 
忠清南道 34.26 21.08 33.23 4.73 3.50 2.46 60.3 
全羅北道 9.04 81.60 3.63 2.78 1.90 0.68 67.2 
全羅南道 9.22 78.65 3.61 3.24 2.40 2.39 64.7 
慶尚北道 72.58 6.79 13.72 3.32 2.76 0.26 68.5 
慶尚南道 55.02 12.35 21.48 4.81 5.38 0.32 64.1 


















でハンナラ党は有利に選挙戦を展開できることは間違いない。しかし、同党は昨年の予備選 熾烈を極めた李明博・朴槿恵両陣営の対立を引き継ぐかたち 、党 主導権争いや総選挙の公認候補選出をめぐり内紛の火種がいまだに絶えな 状況にある。新政府が打ち出す各種改革案の円滑な遂行は、今度の総選挙において国会議席数の過半数以上を占める大統領与党を確立することが必須条件となる。
　李明博新大統領の改革実行力とあわせて、
新政権出帆後の政界動向にも注目が集まる。
（二〇〇八年二月二二日脱稿）（わたなべ 　ゆういち／アジア経済研究所地域研究センター）
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